
平成 20 年度第 9 回（12 月）理事会議事録

◇ 日 時：平成 20 年 12 月 11 日（木）午後 6 時 30 分～8 時 13 分

◇ 会 場：社団法人大阪府臨床検査技師会事務所

◇ 出席者：今井、竹浦、吉本、高田、大垣、清水、荒木、田畑、井戸田、山田、宮野

酒井、出野、栗本、山西、小宮山、東野、事務（仲野）

◇ 欠席者：運天、村上、高橋

◇ 議 長：今井

【 討議内容 】

Ⅰ．行動報告（11 月分）

別紙参照

Ⅱ．経過報告

1.日臨技

1) 日臨技より委託されたエイズ予防啓発活動（世界エイズデー）の一環として 11 月 29 日（土）

13 時～15 時に道頓堀橋付近にて大阪府民を対象としてチラシとポケットティシュを配布し

た。 エイズ啓発活動事業は次年度も行う予定である。

2. 近臨技

・12 月 11 日に近臨技理事会を開催した。

1）和臨技より第 59 回日本医学検査学会の進捗状況の報告があった。

2）京臨技より第 49 回近畿医学検査学会の進捗状況の報告があった。

12 月 6 日にシンポジウム打ち合わせ会議が開催された。

3）和臨技会長より、平成 19 年度の近臨技研修会の生涯教育登録に漏れがあり、受講者に対し、

近臨技会長名で詫び状を送付する旨の報告があった。大臨技でも生涯教育の登録漏れのない

よう（昨年度の登録期限は平成 20 年 4 月 15 日）各担当者に注意を促す。それにともない、

他団体主催の研修会等は、生涯教育点数加算に自己申告が必要であることを周知徹底する。

4）日本臨床病理学会の病理二級認定試験の委員を、近臨技より出して欲しいとの要請があった。

近臨技として慎重に対応する。

5）今年度日臨技有功賞・特別賞に近臨技前会長の立脇憲一氏（滋賀県）を推薦することとした。

6）渉法部会より平成 21 年 4 月 4 日（土）に「第 4 回医療フォーラム」を開催するとの報告が

あった。

7）兵臨技より第 48 回近畿臨床医学検査学会の会計報告と事業報告があった

参加者 1419 名（会員 1208 名、日衛協 75 名、賛助 136 名）であった。神戸新聞に市民公

開講座の内容記事掲載と兵臨技の広告掲載を行った。

8）近畿医学検査学会の表彰運営規程が決定した。今年度の学会の一般演題より内定、来年２月

28 日の近臨技理事会で決定し、次回の学会で表彰される。

3. 公益法人移行委員会

・ 11 月 26 日に委員会を開催した。

「公益認定等ガイドライン」は出ているが、公益法人移行のメリットとデメリットについて討

議し、大阪府からの情報および各府県技師会の情報を収集し、慎重に検討を行う。

4. 事務局



〈総務部〉11月 19 日に部会を開催した。

・ 「年輪Ⅴ｣の作成について検討および作成状況の確認をした。

掲載する写真集として、「近畿学会」「法人化 20 周年」「献血キャンペーン」「第 1 回大阪府

臨床検査技師会 ICLS コース講習会」を予定しているので、写真の提供をお願いしたい。

・ 大臨技後援・共催規程の今後の方針について討議した。

・ 大臨技広告掲載要綱の見直しについて討議した。

・ 日臨技公益事業「エイズ予防啓発活動」委託金の用途について検討した。

〈広報〉

・ 大臨技ニュース 11 月号を発行した。

・ 大臨技ホームページを更新した。

〈会計部〉11月 19 日に部会を開催した。

・ 11 月度収支決算書を作成し、詳細の確認を行った。

・ 日臨技へ 11 月分会費の送金を行った。

〈渉外部〉11 月 18 日に部会を開催した。

・ 府民健康フォーラムの運営最終確認を行った。

・ 合同フォーラムの進捗確認と、12 月 2 日の会議の準備を行った。

・ 献血活動（平成 21 年 2 月 14 日開催）について、30 回記念として企画案を検討している。

今回、バレンタイン献血として路上ライブや参加者にチョコレートの配布、新聞の掲載等を

検討している。日臨技共催公益事業申請の準備を行った。

・ 手話講演会（平成 21 年 2 月 7 日開催）の進捗確認を行い、多田京子氏に講師依頼を予定し

ている。日臨技共催公益事業申請の準備を行った。

5. 事業局

〈情報組織部〉11 月 20 日に部会を開催した。

・ 職域部会（11 月 7 日）の反省を行った。参加者は 29 名であった。

・ 第 25 回技師長会について詳細の検討をした。

・ 来年度事業計画について検討した。

〈地区事業部〉11 月 20 日に部会を開催した。

・ 施設連絡者会を平成 21 年 3 月 21 日（土）に開催する。

・ 新規事業に関して話し合った。

・ 微生物迅速検査事業について、会場の都合により平成 21 年 3 月 21 日（土）に決定した。

平成 20 年度第 2 回定期総会および施設連絡者会と重なるが、了承願いたい。

・ 来年度事業計画について検討した。

〈学術部〉11 月 21 日に部会を開催した。

・ 第 12 回大臨技フォーラムの反省を行った。今後資料の配布を検討することとし、今回の内

容を大臨技ホームページに掲載する。

・ 来年度事業計画について検討した。

・ 第 2 回大阪府臨床検査技師会 ICLS コース（11 月 30 日）に関して検討した。

済生会中津看護専門学校にて開催、参加者は 24 名、技師会から 11 名であった。

Ⅲ．他、報告

1．第 4 回府民フォーラムの報告（竹浦副会長）

・ 11 月 22 日（土）14：00～17：00 大阪 YMCA 国際文化センターで開催した。



300 名以上の参加があった。開始 30 分前の相談コーナーでの相談者が少なかったことは、

広報が不十分であったのではとの反省があり、今後対応が必要である。

・ 3 師会のテーマを同じにするのは、多少無理があるので今後検討の必要がある。

・ 今回初の試みである懇親会は有意義なものであった。

2. 日臨技エイズ予防の大阪府活動報告（竹浦副会長）

・ 延べ 12 名の参加により、道頓堀橋付近でチラシとティシュを配布した。

・ エイズ予防啓発のチラシについて、臨床検査技師をアピールした内容を織り込んだチラシが

望ましいのではとの意見があった。

3. 大放技・大臨技合同フォーラムの報告（清水理事）

・ 平成 21 年 1 月 17 日（土）大阪市立中央青年センター（第 1 ホール）

・ テーマは、大臨技が「検査値が解き明かすあなたのメタボ」、大放技が「画像診断による内

臓脂肪測定法とは」に決定した。

・ 広報として、チラシ（大阪府・大阪市の後援）の配布、公共施設掲示、地下鉄車内広告・四

大新聞社・業界新聞・放送大学他に掲載依頼を検討している。

・ 懇親会は大臨技が担当で、森の宮付近を予定している。

4. 後援、共催等の規定について（吉本常務理事）

・ 「主催・共催・協賛・後援取扱内規（案）」の「第 3 条の（3）協賛」は削除する

・ 「主催・共催・協賛・後援取扱内規」は「平成 20 年 12 月 11 日制定」とする。

・ 会員専用のホームページにアップする。

5. 特別賛助会員について（荒木理事）

・ 前回理事会で承認された特別賛助会員制度の廃止に伴い、賛助会費と広告を別途請求する旨

担当者に伝えた。現在の特別賛助会員の広告掲載の詳細については、今後総務部で検討する。

6. その他

・ 選挙管理委員長の後任推薦について（今井会長）

吉岡利成氏が選挙管理委員長を退任したいとの意向があり、後任の方を 12月 24 日までに推

薦して欲しい。1 月の理事会で承認されれば、互選で委員長を決定する。推薦基準は、選挙

管理委員会委員及び役員推薦委員会委員は大臨技役員経験者であること。

・ 山西理事報告

大臨技データ標準化事業中間報告を第 24 回大臨技南支部自由集会で行った。一括した早め

のアナウンスをして欲しいとの要望があった。

・ 小宮山理事報告

糖尿病療養指導部会で、近畿地区の糖尿病療養指導士を有する臨床検査技師に対し、臨床と

課題についてのアンケート調査を行い、すでに糖尿病学会にも報告している。その資料を「医

学検査」にも投稿することが決定し、入稿も完了している。また、糖尿病療養指導士部会に、

「メディカ出版」より、「糖尿病ケアー2009 年秋増刊号」出版の執筆依頼があり、部会決定

によりこれを承諾し、来年秋出版に向け現在準備を進めているとの報告があった。

Ⅳ．議 題

1．微生物研修について（高田常務理事）

来年度も 3日間の実施が予定されているが、時期的なこともあり、7月の第 3土曜日決定した。

大臨技教育セミナーと重なるがこの旨了承願いたい。

2. HIV 公益活動委託金の活用について（竹浦副会長）



・ 街頭での活動に活用できる「たすき（大臨技ロゴマーク入り）」を 30 個購入する。

・ 現在の大臨技ロゴマークのデザインも再検討する。

3. その他

・ 日臨技有功賞・功労賞に元大臨技会長の朝山均氏を推薦することとした。

・ 次回大臨技献血活動（バレンタインデイの記念献血）の活動内容を、大阪府赤十字血液セン

ターを通じ各新聞社に掲載依頼をすることについて了承した。

Ⅴ. 後援申請

1. 平成 21年 2月 19 日開催の「不整脈セミナー」の後援申請は承認された。12月 11 日制定の内

規に従い、「様式第 1 号」にて再度提出していただくようお願いする。

2. 平成 21 年 3 月 7 日開催の「第 4 回南大阪府睡眠呼吸障害研究会」の後援申請は承認された。

申込所属団体名が帝人在宅医療（株）であるのため、南大阪睡眠呼吸障害研究会代表者名で再

度提出していただくようお願いする。


